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　近年，世界はいくつもの危機に見舞われた．金融・経済の混乱は所得や仕事，安
定性の損失を通じて世界経済を崩壊させた．猛烈な自然災害がハイチから日本に至
るまでの地域社会全体に打撃を与え，その後に死者と経済的損失の長い列を残して
いった．地球温暖化の懸念が高まり，致命的な感染症の拡散に関する恐怖について
も同様である．
　世界中を旅しながら，私は同じ懸念を耳にしている．すなわち，われわれはどう
したら，そのようなリスクに対してもっと強靭になれるだろうか？　『世界開発報
告 2014（WDR 2014）：リスクと機会――開発のためにリスクを管理する』は，
この解決の急がれる疑問に対して答えを出すのに役立つだろう．
　もう 1 つの懸念は，必要なリスクをとっておかないと開発機会の逸失という事
態が生じるということである．機会の追求はリスク・テイキングを伴うが，特に貧
困層を中心に大勢の人たちは往々にしてそうしたがらない．これは潜在的に否定的
な結末を恐れているからである．行動を起こさないことによって人々は貧困の罠に
閉じ込められる．そして，環境の悪化に対して脆弱なままに放置され，福祉を改善
する機会の追求がますます困難になるだろう．
　リスクの適正な管理ができなければ，それは危機や好機の逸失につながる．こ
れは世界銀行グループが次の 2 つの目標を達成することに関して著しい障害をも
たらす．すなわち，第 1 に 2030 年までに極貧を撲滅すること，第 2 に途上国の
人口における底辺の 40％層向けに繁栄の共有をもたらすことである．したがって，
リスクの有効な管理は世界銀行の使命にとって，まさに中心的な課題なのである．

『世界開発報告 2014』が証明しているのは，効果的なリスク管理は開発にとって
強力な手段になり得る――人命を救い，経済的なショックを回避し，人々がより良
い，より安全な未来を構築するのを助けることができるということだ．
　本報告書は個人や諸機関に対して，「危機に対する戦士」から「能動的で体系的
なリスク管理者」になることを要請するものである．リスクを認識して，それに備
えることが十二分な利益をもたらすということに関しては，確固とした証拠があ
る．例えば，多くの途上国が最近のグローバルな金融危機に直面したにもかかわら
ず強靭性を発揮したのは，マクロ経済や金融，社会にかかわる政策をそれまでに改
革していたからだ．
　苦労して獲得した開発成果をリスクに対する強靭性の構築によって保護すること
が，繁栄を達成するには必要不可欠である．これは取り組んでいるのが自然災害や
流行病，金融危機，コミュニティ・レベルでの犯罪の波，あるいは一家の大黒柱の
重病のいずれであろうと当てはまる．リスクは完全に払拭することは決してできな
い．しかし，人々や諸機関は構造的な政策措置やコミュニティを基盤とした防止
策，保険，教育，訓練，有効な規則などを含むバランスのとれたアプローチを適用
することによって，リスクに対する強靭性を構築することができる．各国はさまざ
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まな状況下でリスクを管理する方法を学んできているが，これまでのところ，発展
途上世界におけるリスク管理に関連した研究は，利用が容易で参照しやすい単一の
出所に統合化されていない．
　今回の『世界開発報告』はこの間隙を埋めることを目指している．本書は，リス
ク管理を開発アジェンダの主流にする，および各国や各地域社会が独自のリスク管
理システムを強化するのを手助けするという２つの目的において，貴重な指南書と
して機能するだろう．本報告書は世界銀行自体の運営におけるリスクに対するア
プローチの変更に対しても，重要な洞察を提供してくれている．現在，世界銀行グ
ループでは転換が進展中であり，それはリスクに関する制度的な文化の変化――極
端なリスク回避から情報に基づいたリスク・テイキングへのシフト――を要請して
いる．本年の開発報告は，最大のリスクは，おそらくまったくリスクをとらないこ
とであろうと警告している．まさに同感である．
　『世界開発報告 2014』が将来的な危機の危険性を最小化し，開発に向けたあら
ゆる機会をつかみとることを可能にするようなリスク管理に導く，ということが
私の願いである．この面での成功は，われわれ誰もが望んでいる世界――貧困がな
く，万人が繁栄を共有する世界――を築くのに有益であろう．

ジム・ヨン・キム
総裁
世界銀行グループ
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